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研究シーズの概要 

本テーマでは、無痛かつ安全・簡便な次世代投薬法の実現を目指して、経皮吸収製剤用マイクロニードルの実現を目

指しています。将来的には、本技術の確立により、無痛経皮ワクチン製剤などの新薬が開発されるとともに、自己投与化

が可能（医療従事者の助けが不要）となり、開発途上国におけるワクチン接種が飛躍的に普及すると考えています。 

研究シーズの詳細 

◆研究例◆  

①マイクロニードル作製例 

 

MEMS微細加工技術を駆使して、微細Si製マイクロニー

ドル、更にこれにモールドプロセスを加えた生分解性マイクロ

ニードルを開発しています。 

◆研究例◆  

②先端分離型マイクロニードル作製例 

 

 

薬剤投与量を高精度に制御でき、かつ瞬時投与が可能

な先端分離型マイクロニードルを提案・開発しています

（先端部に薬剤を含有）。 

想定される用途・応用例 

◆経皮吸収製剤用マイクロニードル、◆美容マイクロニードル、◆神経電位計測用プローブ 

セールスポイント 

MEMS技術を薬学分野に応用すれば、高さ1.0mm以下のマイクロニードルが作製可能となり、その結果、ワクチンなど

のバイオ製剤を無痛かつ安全・簡便に投与することが可能になります。本技術は、次世代経皮吸収製剤として期待され

ている薬剤投与技術です。 
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